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北海道観光学科 実務家教員一覧 

学年 授業科目名 時間数 担当教員 具体的な実務経験 

２年 北海道の食文化と土産品 45 

金子 由美 
食のトータルプロデュース 

企業を経営 

佐々木 学 
食をテーマとした情報誌の 

取材・執筆・発行 

２年 観光情報の収集と発信 45 田中 勲 
旅行情報誌の 

企画・編集・執筆を担当 

２年 イベントと観光 30 角田 貴美 
元札幌市職員 

（経済・国際・観光を担当） 

２年 国際観光 30 
中根宏樹 

中根 萌  
㈱エゾシカ旅行社 

２年 インバウンドビジネス 30 
中根宏樹 

中根 萌 
㈱エゾシカ旅行社 

２年 サービス接遇Ⅱ 45 江口ちひろ 
ビジネスマナー社員教育担

当 

２年 サービス接遇Ⅲ 15 江口ちひろ 
ビジネスマナー社員教育担

当 

２年 日本の宿のおもてなし 45 徳田 智恵子 元小売店・飲食店従業員 

２年 観光英語Ⅱ 75 David Wright 元日系企業海外駐在員 

２年 オフィスソフト演習Ⅱ 60 城戸ゆりか 職業訓練校 指導教員 

２年 ビジネス文書 30 城戸ゆりか 職業訓練校 指導教員 

２年 企業講話Ⅱ 15 複数講師 企業経営者・人事担当者 

２年 体育Ⅱ 30 赤川 智保 バレエスタジオ主宰 

合計 495   

※担当講師は変更になる場合があります。  
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北海道観光学科 目標資格一覧 

資格名 全員受験月 年回数 検定試験実施月 

全国経理教育協会主催 

電卓計算能力検定３級以上 
１年５月 ４回 

５月・７月 

10月・12月 

旅行地理検定協会主催 

日本・旅行地理検定初級 
１年６月 ２回 ６月・12月 

国内旅行業務取扱管理者試験 １年９月 １回 ９月 

準国家資格 

国内旅程管理主任者 
１年９月 - - 

日本の宿 おもてなし検定委員会 

日本の宿 おもてなし検定 

３級 １年９月 

２級 ２年９月 
１回 ９月 

実務技能検定協会主催 

サービス接遇検定 

３級 １年 11月 

２級 ２年 11月 
１回 ６月・11月 

北海道商工会議所連合会主催 

北海道観光マスター検定 
１年 11月 １回 11月 

日本情報処理検定協会 

日本語ワープロ検定試験３級以上 
１年 12月 ４回 

６月・10月 

12月・２月 

日本商工会議所主催 

簿記検定試験３級 
１年２月 ６回 

６月・11月・２月 

（７月・12月） 

※その他、CBTで実施 

日本商工会議所主催 

リテールマーケティング検定３級 
２年７月 - CBT方式にて受験 

世界遺産アカデミー主催 

世界遺産検定３級 
２年 12月 ４回 

２月・７月 

９月・12月 

日本添乗サービス協会主催 

インバウンド検定初級 
２年 12月 １回 12月 

日本英語検定協会主催 

実用英語検定 各級 
随時受験 - S-CBT方式で受験 

サーティファイ主催 

Excel表計算処理技能検定試験３級 
２年７月 ３回 ６月・10月・12月 

日本情報処理検定協会 

文書デザイン検定試験３級以上 
２年 10月 ４回 

７月・10月 

12月・２月 

※検定名・受験する検定は変更になる場合があります。 

※全員受験の時期は変更になる場合があります。 

※１度の受験で取得が出来なかった検定は在学中に再受験をしてもらいます。再受験に向けた

講習会を放課後に参加してもらう場合があります。 

  



- 4 - 

 

  



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

２年次 

  



- 6 - 

 

  

科目名 北海道観光プロデュース 総授業時間 75時間 

担当教員 梅村 匡史 単位数 ５単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 

2 年間の学習の総まとめとして、観光商品の開発を行う。 

自身の興味のあるテーマや次年度実施の研修旅行の企画立案などを視野

に総合的に実施する。 

到達目標 

・観光資源の観光対象化の手順を理解する 

・企画立案をする行い、その魅力を発信することができるようになる。 

・発信力を高め、多くの人に魅力を伝えることができるようになる。 

目標検定 なし 

使用テキスト 
1. 北海道観光マスター検定公式テキスト※1 年次配布 

2. じゃらんで旅する♪北海道 など 

授 業 内 容  

前期授業計画 後期授業計画 

1. オリエンテーション 

2. 観光商品の構成について 

3. 着地型観光と地域振興 

 

 

1. 前年度の研修旅行のアンケート 

2. 前年度の研修旅行のまとめ 

   （実施内容の評価と課題の精査） 

3. 研修旅行の素材収集 

4. 複数の次年度研修旅行の企画作成 

5. 次年度研修旅行企画のアンケート 

6. 次年度研修旅行企画のまとめ 

7. 着地型観光のターゲット選定 

8. 着地型観光の素材選定 

9. 着地型観光商品の企画 

10. まとめ 

 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

前期評価なし 1. 課題・レポート・発表…80％ 

2. 授業参加度・出席率……20％ 
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科目名 プレゼンテーション 総授業時間 ３０時間 

担当教員 木村 成一 単位数 ２単位 

開講期間 ４月～７月 実務経験 無 

科目の概要 プレゼンテーションの必要性を 

到達目標 
1. プレゼンテーションの必要性を理解する。 

2. PowerPointの操作方法を理解し、利用できるようにする。 

目標検定 なし 

使用テキスト 30時間マスター プレゼンテーション（実教出版） 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. プレゼンテーションとは 

・プレゼンテーションで重要なこと 

・視覚資料の作成 

・実習 

2. PowerPointを使ったプレゼンテーショ

ン資料の作成 

・基本操作 

・資料の作成 

3. プレゼンテーションのテクニック 

  ・資料のブラッシュアップ 

  ・グラフや図形の挿入 

4. プレゼンテーションの実施と反省 

  ・資料のチェック 

  ・表現力 

  ・実施と評価 

 

成 績 評 価 方 法 

前 期 後 期 

1. 課題・レポート…………40％ 

（グループ評価・個人評価） 

2. 作品制作・中間発表……30％ 

（個人評価） 

3. 授業への参加・出席……30％ 
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科目名 プレゼンテーション演習 総授業時間 30時間 

担当教員 梅村 匡史 単位数 ２単位 

開講期間 ９月～12月 実務経験 無 

科目の概要 

プレゼンテーションは、ターゲットとなる事象を自ら再考し、適切な資料

を作成し、自らの言葉で相手に適切に伝達することです。その目的は大き

く分けて、情報を伝える、説明をする、説得をするの、３つに分類できま

す。本講義では、上記の３つの事項を単独あるいは複合的に学んでいきま

す。 

到達目標 
最終的には目的や課題を関係者と共有し、次の行動の意思決定に寄与する

ための提案できるプレゼンテーションのあり方を習得していきます。 

目標検定  

使用テキスト 使用しない 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

 1. 前年度の研修旅行のアンケートの集計 

2. 上記アンケートの分析 

3. 複数の研修旅行のプレゼン資料作成 

4. 研修旅行のアンケートの集計 

5. 上記アンケートの分析 

6. 次年度研修旅行のプレゼン資料作成 

7. 次年度研修旅行のプレゼン実施 

8. 着地型観光商品のフライヤー作成 

9. 着地型観光商品のプレゼン 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

 4. 課題・レポート…………40％ 

（グループ評価・個人評価） 

5. 資料まとめ・中間発表…40％ 

（個人評価） 

6. 授業への参加……………20％ 

（相互評価） 
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科目名 北海道の食文化と土産品 総授業時間 45時間 

担当教員 金子 由美／佐々木 学 単位数 ３単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 

1. 地域ならではの食・食文化を知り、食をテーマに地域と旅行者をつな

ぐ観光をプロモーションできる人材を目指す。 

2. 新しい食観光を目指し「食」「農」「観光」「文化」「人」を結びつけ、北

海道が持っている豊かで活力ある本物の魅力を作り上げていく力を養

成する。 

3. 土産物に関して旅行者が求めている物とのマッチングや新しい商品開

発を考える力を学ぶとともに、デザインやコミュニケーションの手法

を用いて、魅力的な商品開発やプロモーションについて学ぶ。 

到達目標 

1. 食の現状と問題点、そして可能性をしっかりと把握した上で、新しい

食観光のエンターテーメント性を考えていけるようにする。 

2. 生産者を始めとする地域プレイヤーの存在を知り、北海道の食観光の

強みと必要性を学び、食観光企画できる人材を目指す。 

目標検定 なし 

使用テキスト 適宜、講師よりプリントが配布される。 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. 食とは。食の魅力について 

2. 北海道の一次産業と六次化。 

3. 作る人と食べる人〜観光と関係人口〜 

4. 魅力的な加工品作り。 

5. 地域限定性の高い食材と地域ブランド化 

6.北海道の食の歴史と食文化を旅行者へ繋 

ぐポイントと季節の伝統食 

1. 食を紡ぐ人と旅行者を繋ぐ取り組み 

2. 食体験と観光 

⚫ 旅行者は何を求めているのか 

⚫ 体験の種類と効果  

⚫ 新しい体験づくり 

3. 各地域の食観光現場と観光イベントの効

果 

4. 地域らしさを感じさせる提供方法 

（食材・パフォーマンス・雰囲気） 

5. デザイン思考とコミュニケーション 

6. これからの課題（生産者・販売者・食の

提供者・観光業者） 

7. 北海道土産を検証するとともに、求めら

れる土産と経済性 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 課題・レポート……80％ 

2. 平常点（出席率）…20％ 

1. 課題・レポート……80％ 

2. 平常点（出席率）…20％ 
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科目名 観光情報の収集と発信 総授業時間 45時間 

担当教員 田中 勲 単位数 ３単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 

観光業界をはじめとした企業・団体の広報・宣伝担当者に必要な基礎知識

の習得と、現代社会人として必須の情報リテラシーの習得を目標として、

雑誌記事制作実習を含めた実践的な内容で講義を行う。具体的には下記の

項目を学んでいく。 

⚫ マスメディアの仕組みを学ぶ。 

⚫ マスメディアでの情報発信方法を学ぶ。 

⚫ 北海道観光をデータから学ぶ。 

⚫ インターネット、SNS など新しいメディアを利用することのメリット

とリスクを学ぶ。 

到達目標 
1. 企業の広報・宣伝担当者としての基礎の習得 

2. 社会人として基本的な情報リテラシーの習得 

目標検定 なし 

使用テキスト リクルート北海道じゃらん じゃらんで旅する♪北海道 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. 企業広報の考え方の基礎 

2. メディアの基本 

 

1. 北海道観光のデータからの考察 

2. 雑誌記事制作演習 

3. 広報・宣伝に関する諸問題の考察 

4. 情報にまつわる諸問題の考察 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

前期評価なし 1. レポート（１回）…………50％ 

2. 授業中に出される課題……30％ 

3. 授業への参加態度…………20％ 
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科目名 イベントと観光 総授業時間 30時間 

担当教員 角田 貴美 単位数 ２単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 
イベントが地域にもたらす効果やイベントによるまちづくり、時代の変化

に応じた新たなイベントのあり方と観光振興などついて学びます。 

到達目標 
イベントによる北海道観光の活性化の手法を考えるための知識を身に付

け、北海道の観光産業の振興に貢献できる知識を習得する。 

目標検定 なし 

使用テキスト 適宜、講師よりプリントが配布される。 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. MICEとは 

2. 世界の MICE 

3. 日本の MICE 

4. 札幌の MICE 

1. イベント開催の意義と効果 

2. イベントの事例 

3. イベントとまちづくり 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 小テスト、レポート………………80％ 

2. 授業への取り組み、出席率など…20％ 

1. 小テスト、レポート………………80％ 

2. 授業への取り組み、出席率など…20％ 
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科目名 国際観光 総授業時間 30時間 

担当教員 中根 宏樹／中根 萌 単位数 ２単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 
国内の世界遺産及び、海外の主要な世界遺産について学び、世界遺産に関

する基礎的な知識を習得する。 

到達目標 世界遺産検定３級取得を目指す。 

目標検定 世界遺産アカデミー主催世界遺産検定３級 

使用テキスト 

帝国書院 旅に出たくなる地図 世界 

世界遺産検定事務局  

きほんを学ぶ世界遺産 100 世界遺産検定 3級公式テキスト 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. 世界遺産の基礎知識 

2. 日本の世界遺産 

3. 人類の誕生と古代文明 

4. アジア世界の形成と宗教 

5. ヨーロッパ中世とルネッサンス、大航海

時代 

1. アメリカ、アフリカ、オセアニアの文明

と東アジアの変動 

2. 近代国家の成立と世界の近代化 

3. テーマで見る世界遺産 

4. 世界の自然遺産 

5. 模擬試験 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 小テスト・課題提出………80％   

2. 講義中の参加度・出席率…20％ 

1. 小テスト・課題提出………80％   

2. 講義中の参加度・出席率…20％ 

http://wha.or.jp/
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科目名 フィールドワークⅡ 総授業時間 30 時間 

担当教員 岩上謙二・佐藤良樹 単位数 ２単位 

開講期間 ９月～12 月 実務経験 有 

科目の概要 
フィールドワークや道外研修旅行を通じて、北海道の魅力の再発見をす

る。 

到達目標 
北海道内や札幌市内及び近郊の観光地へ赴き、実際に体験することでさま

ざまな視点で考えることができる観光人材を目指す。 

目標検定 なし 

使用テキスト なし 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

 1. オリエンテーション 

2. フィールドワーク計画 

3. フィールドワーク事前学習 

4. フィールドワーク 

5. フィールドワークまとめ 

 

※2～4 を繰り返し実施していく。 

成 績 評 価 方 法 

前 期 後 期 

 1. 事前学習・まとめ………50％ 

2. 課外授業参加中の行動…30％   

3. 平常点その他……………20％ 
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科目名 インバウンドビジネス 総授業時間 30時間 

担当教員 中根 宏樹／中根 萌 単位数 ２単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 
訪日外国人観光客の対応に当たる基本的な知識や接遇マナーなど基本的

な知識を学ぶ。 

到達目標 インバウンド業務に必要な知識・技能・実践力を習得する。 

目標検定 TCSAインバウンド検定初級 

使用テキスト 日本添乗サービス協会 インバウンド業務入門 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. インバウンド（訪日外国人旅行）につい

て 

2. インバウンドスタッフに求められるもの 

3. 接遇マナーと身だしなみ 

4. 訪日客の安全管理 

5. インバウンド業務に携わる者の知識と心

構え 

1. 訪日客への利便性改善の動き 

2. インバウンド業務の仕組み 

3. インバウンド業務の実務 

4. マネジメントとは 

5. インバウンド実務英語 

成 績 評 価 方 法 

前 期 後 期 

1. 小テスト・課題提出………80％   

2. 講義中の参加度・出席率…20％ 

1. 小テスト・課題提出………80％   

2. 講義中の参加度・出席率…20％ 
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科目名 観光マーケティングⅡ 総授業時間 15時間 

担当教員 梅村 匡史 単位数 １単位 

開講期間 ４月～７月 実務経験 有 

科目の概要 
1. マーケティングの事例から今まで学んだ理論を確認する 

2. 企画立案のプロセスを体感してみる。 

到達目標 
1. 成功の事例、失敗の事例からマーケティング戦略を再考できる。 

2. 観光商品を企画立案し、マーケティング戦略を構築できる。 

目標検定 なし 

使用テキスト 適宜、講師よりプリントが配布される。 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. 成功事例からマーケティング戦略と理論

を確認する 

2. 失敗事例からマーケティング戦略と理論

を確認する 

3. 特徴のある観光商品を企画する。 

4. 上記の商品のターゲットを考える。 

5. マーケティング戦略を構築する。 

6. 他の商品への適用を考える 

 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. レポート……………………………30％ 

2. 規格発表……………………………50％ 

3. 授業中の発言および受講態度……20％ 
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科目名 観光と暮らしⅡ 総授業時間 15時間 

担当教員 梅村 匡史 単位数 １単位 

開講期間 ４月～７月 実務経験 無 

科目の概要 
観光学習における基礎知識の学習を進め、地域でその適用の方法を検討す

ることを目的とする。 

到達目標 
観光学習への関心を高め、観光に関わる様々な事象と観光に関わる様々な

事業に応用するための、発展的な知識を得ることを目標とする。 

目標検定 なし 

使用テキスト JTB総合研究所 観光学基礎 ※1年次配布テキスト 

授 業 内 容 

前期授業計画  

1. 観光のマーケティング 

2. 観光政策と観光行政 

3. 観光と国際経済・社会・文化 

4. 地域の観光対象の開発への適用 

 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期  

1. 課題の発表・レポート提出………60％ 

（グループ・個人による発表・提出物） 

2. 課題の発表・相互評価……………30％ 

（グループ評価・個人評価） 

3. 授業への参加・出席………………10％ 

 



- 17 - 

 

 

 

科目名 サービス接遇Ⅱ 総授業時間 45時間 

担当教員 江口 ちひろ 単位数 ３単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 

1. １年次で学んだビジネスで必要とされる基本的な接客力に対する理解

を深め、さらにブラッシュアップを目指す。 

2. ２級検定試験を目標とした学習を通じ、サービス、マナー、挨拶、敬

語の使い方などをより高め、身につける。 

3. 社会の即戦力となれるように、社会人基礎力をさらに高める授業を行

ない、考える力・行動に移す力を磨く。 

到達目標 
サービス・接遇についてより深く理解し、満足度の高い応対を出来る様に

する。また、サービス接遇検定２級の資格取得を目指す。 

目標検定 サービス接遇検定２級 

使用テキスト 
1. 早稲田教育出版 サービス接遇検定受験ガイド２級 

2. 早稲田教育出版 サービス接遇検定実問題集１・２級 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. サービススタッフの資質 

2. 専門知識 

3. 一般知識 

4. 定期試験 

1. 対人技能 

2. 実務技能 

3. 検定対策 

4. 定期試験 

5. ロールプレイ 

⚫ 接客応対 

⚫ 名刺交換 

⚫ 電話応対の基本 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 定期試験…………………60％ 

2. 課題・小テスト…………………20％ 

3. 授業への参加・出席率…20％ 

1. 定期試験…………………60％ 

2. 課題・小テスト…………………20％ 

3. 授業への参加・出席率…20％ 
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科目名 サービス接遇Ⅲ 総授業時間 15時間 

担当教員 江口 ちひろ 単位数 １単位 

開講期間 ９月～12月 実務経験 無 

科目の概要 

1.ロールプレイングを通して、実務を想定した接客力を身につける。 

2.準１級検定試験を目標とした学習を通じ、サービス、マナー、挨拶、敬

語の使い方などをより高め、身につける。 

3 愛想・愛嬌を体現することで、お客さま満足度を高める。 

到達目標 
サービス・接遇についてより深く理解し、満足の高い対応を出来る様にす

る。また、サービス接遇検定準１級の資格取得を目指す。 

目標検定 サービス接遇検定準１級 

使用テキスト 
早稲田教育出版 サービス接遇検定受験ガイド準１級 

 

授 業 内 容  

前期授業計画 後期授業計画 

 1. 表情づくり・声の出し方 

2.  あいさつ 

3.  入退室 

4.  基本言動 

5.  接客応対 

6.  面接練習 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

 1. 実技テスト………50％ 

2. 授業の取り組み…30％ 

3.  出席率……………20％ 
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科目名 日本の宿のおもてなし 総授業時間 45 時間 

担当教員 徳田智恵子 単位数 ３単位 

開講期間 ４月～９月 実務経験 無 

科目の概要 

1. 日本の宿におけるおもてなしは世界からも高評価を得ている。そのお

もてなしの基本は日本の宿おもてなし検定<３級>で習得しており、更

なる高みを目指していく。 

2. 検定試験の名前は日本の宿という名前がついているが、宿のおもてな

しの基本的な考え方は社会人になるにあたってのマナーや知識がたく

さん含まれ、様々な場面で活かすことが出来るようにしていきます。 

到達目標 
日本の宿の基本的応用的知識を習得する事で、社会人としての必要なおも

てなしを習得する。 

目標検定 日本の宿おもてなし検定２級 

使用テキスト 
1. JTB 総合研究所 日本の宿 おもてなし検定〈応用〉公式テキスト 

2. JTB 総合研究所 日本の宿 おもてなし検定〈基礎〉公式テキスト 

授 業 内 容  

前期授業計画 後期授業計画 

1. オリエンテーション 

2. 中級の目指す目標 

3. ワンランク上のおもてなしをめざして 

4. ユニバーサルサービス 

5. 外国からのお客様のおもてなし 

6. 苦情の対応 

7. 非常時の対応 

8. 後輩社員の指導・育成 

9. 問題演習 

10. 定期試験 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

3. 定期試験・検定試験…50％ 

4. 小テスト………………30％ 

5. 出席率…………………20％ 
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科目名 観光英語Ⅱ 総授業時間 75時間 

担当教員 David Wright 単位数 ５単位 

開講期間 ４月～１２月 実務経験 有 

科目の概要 
観光産業にとって必要不可欠な英語について学び、観光産業で活躍するた

めの基礎的な英語を学びます。 

到達目標 

1. 自分について話をできるような英語力を身に付けます。 

2. 詳しく日常のテーマやアクティビティについて話せるようになる。 

3. よくある観光専門用語の使い方や意味が解るようになる。 

目標検定 実用英語技能検定（英検） 

使用テキスト 
1. Word by Word Beginner Vocabulary Workbook 

2. オンラインワークシート 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. 自己紹介 

2. 文法基礎 

3. 道案内・説明 

4. 時間・金額・特徴 

5. 通訳ツールの使い方 

6. 観光の専門用語 

7. 観光シチュエーション 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 定期テスト……………60％ 

2. リポート・課題………20％  

3. 平常点その他…………20％ 
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科目名 リテールマーケティング 総授業時間 105 時間 

担当教員 岩上 謙二／徳田 智恵子 単位数 7 単位 

開講期間 ４月～７月 実務経験 無 

科目の概要 
小売店舗運営の基本的なしくみを理解し、販売員としての基本的な知識を

身につける 

到達目標 販売士３級の取得を目指し、基礎知識の定着を図る 

目標検定 リテールマーケティング検定 3 級 

使用テキスト 
カリアック 販売士ハンドブック（基礎編） 

フラットファイル（紙） 

授 業 内 容  

前期授業計画 後期授業計画 

1. オリエンテーション 

2. 小売業の類型 

①流通における小売業 ②組織形態別小売業

③店舗形態別小売業の基本的役割④商業集積 

3. マーチャンダイジング 

①商品について 

②マーチャンダイジングとは 

③商品計画、販売計画、仕入計画 

④価格設定 ⑤在庫管理、販売管理 

4. ストアオペレーション 

①ストアオペレーションとは 

②包装技術、ディスプレイについて 

③作業割当 

5. マーケティング 

①小売業のマーケティング 

②顧客満足経営 ③商圏の設定と出店 

④リージョナルプロモーション 

⑤顧客志向型売場づくり 

6. 販売経営管理 

①販売員の役割 ②法令知識、計数管理 

③店舗管理 

7. 答案練習 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 定期試験・検定試験……50％ 

2. 課題………………………30％ 

3. 平常点その他……………20％ 
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科目名 オフィスソフト演習Ⅱ 総授業時間 60時間 

担当教員 城戸 ゆりか 単位数 ４単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 
エクセルは１年次からの授業を継続し、 ワードは文書デザインに必要な

応用機能を身につけてともに資格取得を目指す。  

到達目標 
身につけた基礎や応用機能から練習問題を反復し、知識を確実なものとす

る。 

目標検定 
表計算検定３級以上 

文書デザイン検定３級以上 

使用テキスト サーティファイ Excel表計算処理技能認定試験１・２級問題集 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. Excel応用関数 

2. Excel応用グラフ 

3. Excel複数シートの集計 

4. Excelデータベース 

5. Excelデータの分析 

6. Excel処理の自動化 

7. Excel検定に向けての問題演習 

1. Word図形・画像の編集 

2. 文書デザイン検定に向けての問題演習 

3. Excel実務的な表の作成 

4. Wordと Excelの相互活用 

成 績 評 価 方 法 

前 期 後 期 

1. 定期試験………50％ 

2. 検定試験他……30％ 

3. 平常点その他…20％ 

1. 定期試験………50％ 

2. 検定試験他……30％ 

3. 平常点その他…20％ 
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科目名 ビジネス文書 総授業時間 30時間 

担当教員 城戸ゆりか 単位数 ２単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 有 

科目の概要 
ビジネス文書を中心とした実務能力を育成する。また、文書の取扱いや保

管方法など基本的な知識を深める。 

到達目標 簡単な原稿からわかりやすいビジネス文書を作成できるようにする。 

目標検定 なし 

使用テキスト 適宜、講師よりプリントが配布される。 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. ビジネス文書の役割・種類 

（ファイリングの方法など） 

2. 効率よく伝わる文書をつくる 

Ⅰ．標記技能 

（用字、用語、書式について） 

Ⅱ．表現技能 

（正確な文章、わかりやすい文章、 

礼儀正しい文章について） 

3. 社内文書の作成 

（部署内連絡、上司への報告書など） 

4. 演習 

（報告書、回覧文、案内文、企画書、議事録など） 

1. 社外文書の作成 

（取引文書、社交や儀礼のための縦書き文書） 

2. 演習 

（通知書、依頼書、挨拶状、案内状など） 

3. ビジネスメールの基本知識 

（メールのマナー、社内と社外メールの違い） 

4. 文書の取扱い 

（発信方法、保管方法など） 

 

 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 定期試験………50％ 

2. 提出物…………30％ 

3. 平常点その他…20％ 

1. 定期試験………50％ 

2. 提出物…………30％ 

3. 平常点その他…20％ 
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科目名 企業講話Ⅱ 総授業時間 15 時間 

担当教員 企業経営者 単位数 １単位 

開講期間 ４月～12 月 実務経験 有 

科目の概要 北海道の第一線で活躍する企業等の経営者による講話を聴講する。 

到達目標 
社会人としての考えや企業の考えなど様々な視点で物事を考えることが

できる様になる。 

目標検定 なし 

使用テキスト 適宜、講師よりプリントが配布される。 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. 経営者による講話 1. 経営者による講話 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

必要授業時間数を満たした科目に適用する S

評価とする。 

必要授業時間数を満たした科目に適用する

S評価とする。 
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科目名 コミュニケーションアワーⅡ 総授業時間 30 時間 

担当教員 担任 単位数 ２単位 

開講期間 ４月～12 月 実務経験 無 

科目の概要 

本校の校訓である「自主共生」を体現し、学校生活を楽しく過ごす活動を

する。また、就職活動に関する指導を実施し、卒業までに就職内定をでき

るように指導する。 

到達目標 
校訓の「自主共生」を理解し、自ら正しく判断できるようになり、クラス

全員で協働することができるようになれるようにします。 

目標検定 なし 

使用テキスト なし 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. オリエンテーション 

2. 就職に関する指導 

⚫ 求人票の紹介 

⚫ 就職状況の説明 

1. フィールドワーク 

2. バスレクリエーション 

3. クラスレクリエーションの企画 

1. 就職に関する指導 

⚫ 求人票の紹介 

⚫ 就職状況の説明 

2. クラスレクリエーションの実施 

3. フィールドワーク 

4. スポーツ大会 

成 績 評 価 方 法 

前 期 後 期 

必要授業時間数を満たした科目に適用する S

評価とする。 

必要授業時間数を満たした科目に適用する S

評価とする。 
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科目名 体育Ⅱ 総授業時間 30時間 

担当教員 赤川 智保 単位数 ２単位 

開講期間 ４月～12月 実務経験 無 

科目の概要 
実践形式で行う。毎回ストレッチを行い、様々なスポーツを体験し、体力

を高める。 

到達目標 
スポーツを通して身体を動かす楽しさについて理解し、健康の維持増進を

図る。コミュニケーション能力を養う。 

目標検定 なし 

使用テキスト なし 

授 業 内 容 

前期授業計画 後期授業計画 

1. ガイダンス 

2. ストレッチ 体つくり運動 

3. ストレッチ ネット型球技① 

4. ストレッチ ネット型球技② 

5. ストレッチ ゴール型球技③ 

6. ストレッチ ゴール型球技④ 

7. ストレッチ ネット型球技⑤ 

8. ストレッチ ネット型球技⑥ 

9. ストレッチ ゴール型球技⑦ 

10. ストレッチ ゴール型球技⑧ 

11. ストレッチ ネット型球技⑨ 

12. ストレッチ ネット型球技⑩ 

13. ストレッチ ニュースポーツ① 

14. ストレッチ ニュースポーツ② 

15. まとめ 

 

 

1. ガイダンス 

2. ストレッチ 体つくり運動 

3. ストレッチ ネット型球技① 

4. ストレッチ ネット型球技② 

5. ストレッチ ゴール型球技③ 

6. ストレッチ ゴール型球技④ 

7. ストレッチ ネット型球技⑤ 

8. ストレッチ ネット型球技⑥ 

9. ストレッチ ゴール型球技⑦ 

10.ストレッチ ゴール型球技⑧ 

11.ストレッチ ネット型球技⑨ 

12.ストレッチ ネット型球技⑩ 

13.ストレッチ ニュースポーツ① 

14.ストレッチ ニュースポーツ② 

15.まとめ 

 

（ミニバレーボール、バレーボール、バスケット

ボール、卓球、バトミントン、ドッチボール、

ドッチビー、フライングディスク、縄跳び他） 

成 績 評 価 方 法  

前 期 後 期 

1. 主体的に取り組む姿勢…80% 

2. 平常点その他……………20％ 

1．主体的に取り組む姿勢…80% 

2. 平常点その他……………20％ 


